
 

 

 

 

                       

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

団委員長  
 

１０月８日９日に東日本震災
支援の視察の為宮城県名取市、
塩釜市、桂島などへ足を運びま
した。 
３月１１日午後３時５３分！

思いもよらぬ津波により海岸に隣接した町並
が一瞬の内に飲み込まれてしまった名取市
は、７ヶ月が経った今では家の基礎部分だけ
がところどころに残し一望更地になっており
ました。 

道路沿いには今もまだ流された漁船がいた
るところに置き去りになっております。 
震災復興は長期化すると感じざるえない状況
でした。 
そんな中、目黒一団は、東日本震災義援金活
動を再開しました。 
その活動の意味は、町行く人の心の篭もった
大切な義援金をボーイスカウトという信頼性
の高い団体に託されたという事になります。
皆さんで知恵を出し合いその支援先を考えた
いですね。 

10 月 16 日（日）、第４２回目黒区ラリー「ボーイスカ
ウトフェスティバル 2011 in 月光原」が月光原小学
校を会場に開催されました。 
昨年度より「旧目黒地区ラリー」が、合併により山手
地区となりましたので、「山手地区の目黒区部分」が
主催する「目黒区ラリー」となり、渋谷区のスカウト
も交えたラリーとなっています。 
当団からも全隊が参加し、秋晴の１日を楽しく過ごし
ました。 
なお、今年もＢＳ部門で当１団の班が優勝しました！ 
連続記録に心から「弥栄」を送りたいですね・・・ 
 
フェスティバルの状況について各隊長さんから報告
をいただきました。 
 

 （中村隊長） 
ビーバー部門は競技が全部で５種目あり、全部門の中
で一番多く用意されていました。その中でも新幹線の
絵がついている筒を紐に通してリレーする「走れ！新
幹線」や、金魚すくいのポイを頭につけて水鉄砲で撃
ち合うゲームはとても盛り上がりました。目黒区と渋
谷区のビーバースカウトが約４０名近く集まり普段
は一緒に活動しない仲間達と楽しく過ごすことが 
できました。」 
 

  （原山隊長） 
カブ隊は人数減少により、２組体制でした。 
スカウトはそれぞれ練習した成果を発揮できました。 
競技は、保護者参加型や数個団合同にした競技など 
工夫が見られ大変良い大会だったと思います。 
次回は上位に入れる様にしたいですね。 
 
 

 （小林隊長） 
今回ボーイ隊からは 3 班 15 名が参加しました。 
天候が良く、むしろ暑くて大変な中、スカウトは日頃の訓
練の結果を発揮すべく、一生懸命に活動してくれました。 
そのためか、最高学年である中学二年生が多くいる班を退
けて、なんと小学生が半数以上を占めるドック班が優勝す
ることが出来ました！ 
また他の班も、個々の競技内で 1 位を取ったりしたため、
見事に 4 位、5 位という好成績をあげていました。 
 
今回の目黒区ラリーの結果をバネに、これからもより一層
スカウトスキルに磨きをかけるよう、頑張ってくれると期
待しております。 

優勝！ 表彰を受けるドック班 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告：中村ＢＶ隊長 
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実施場所：渋谷駅周辺 
参加者： 
ビーバー 隊 スカウト ８名 

リーダー３名、補助者１名、保護者３名 
カ  ブ 隊 スカウト ５名 

リーダー１名、デンリーダー３名 
ボ ー イ 隊 スカウト１０名 

リーダー２名、隊付１名 
ベンチャー隊 スカウト ３名 ＆ 高根団委員長 
 
以上５１名参加    募金金額 ５０，０６３円 

 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
「地域力だ！ボーイスカウト」   
  （そなえよつねに をモットーに） 

 
著者：森谷 啓  編集協力：杉谷みどり 
発行：株式会社日貿出版社 ９５２円＋消
費税 
 
本年５月に発行されました。ボーイスカウ
トの活動を一般の方へ解りやすく書かれ
ています。 
また、地域で青少年を育てる重要性を今回
の大震災から学ばせてもらう意義が解り
ます。 
 
著者：１９４３年（昭和１８年）東京生 日
本大学理工学部卒 大手重工業会社（長年
宇宙開発、空港施設事業に携わる）を経て    
技術センター株式 
会社社長、現在ボ 
ーイスカウト市川 
３団団委員長、千 
葉県連盟理事長、 
日本連盟安全副委 
員長、千葉県青少 
年団体連絡協議会 
理事、趣味：家族 
と共に旅行スキー 
 
田邊副団委員長の 
紹介です・・・・ 

 
 
 
去る 10 月 30 日にハロウィンパーティーが開催されました。 
小雨が時々パラつくというあまり良くないコンディションにも関
わらず、スカウト・保護者・スカウトのお友達を含めて 77 人が参
加して下さりました。 
また来てくれた人たちの多くから楽しかったというお言葉を頂く
ことができました。 
今年度、ボーイ隊スカウトは前日（29 日）より準備を兼ねて一泊
キャンプを行いました。 
一泊して準備するということが楽しかったのか、キャンプファイヤ
の練習はさながら本番のように盛り上がるなど、ハロウィンパーテ
ィーの準備からいきいきと活動していたスカウトたちがとても印
象的でした。 
そして招待する側をおもてなしするため、班長を中心として自主的
に取り組んでおり、とても頑張っていることが私によく伝わりまし
た。 
招待される側もする側も楽しめたので、とても良かったと思いま
す。またスカウトにとっても良い体験が出来たのではないかと思い
ます。 
最後になってしまいましたが、今回ハロウィンパーティーを行うに

おいて、保護者・他隊指導者など様々な方々より
ご指導、ご支援、お手伝い頂きました。この場を
借りて御礼申し上げます。誠ににありがとうござ
いました。   （報告：小林ＢＳ隊長） 


